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新新
オオ
ーー
ダダ
リリ
ンン
ググ
シシ
スス
テテ
ムム
のの
導導
入入  

     

協
立
温
泉
病
院
は
、
今
年
八
月
開
院
二
十
年
を
迎
え
ま
す
。  

 

昭
和
五
十
八
年
開
院
以
来
、
使
用
し
て
い
ま
し
た
「
Ａ
Ｓ
四
０
０
」
オ
ー
ダ 

 

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
廃
止
、
六
月
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
が
、
導
入
さ
れ
ま
す
。 

   

近
年
の
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
進
歩
は
目
覚
し
い
も
の
が
有
り
ま
す
。 

 

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
従
来
事
務
職
員
を
中
心
と
し
た
入
力
方
法
か
ら
、
医
師 

 

に
よ
る
入
力
を
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
厚
生
労 

 

働
省
が
近
年
推
進
し
て
い
ま
す
電
子
カ
ル
テ
指
向
の
シ
ス
テ
ム
で
も
有
り
ま 

 

す
。
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
昨
年
末
か
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い 

 

り
ま
し
た
。
三
月
に
入
っ
て
、
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
の
あ
り
方
を
、
各 

 

部
署
で
計
画
を
練
り
、
連
日
メ
ー
カ
ー
の
技
術
担
当
者
と
協
議
を
重
ね
て
い 

 

ま
す
。
四
月
か
ら
は
、
全
職
員
が
実
際
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
入
力
練
習
に
取 

 

組
み
ま
す
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

温
泉
病
院
は
今
年
六
月
よ
り  

｢｢

新新
オオ
ーー
ダダ
リリ
ンン
ググ
シシ
スス
テテ
ムム
のの  

  

導導
入入｣｣

を
実
現
し
ま
す
。 

 

 

  
  

              

二二
階階
南南
病病
棟棟
紹紹
介介  

  
   

私
達
二
階
南
病
棟
は
、
平
成
十
二
年
介
護 

保
険
施
行
と
同
時
に
、
介
護
保
険
対
応
医
療 

施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
病
床
数 

三
十
八
床
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
看
護
介
護
職
員 

含
め
二
十
一
人
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

病
棟
に
は
病
状
が
安
定
し
た
患
者
様
が
い 

 

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
達
は
患
者
様
の
日
常 

 

生
活
の
援
助
を
中
心
に
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま 

 

す
。
例
え
ば
毎
日
の
お
着
替
え
の
お
手
伝
い 
 

や
手
や
足
を
洗
う
、
ひ
げ
剃
り
、
爪
切
り
耳 

 

掃
除
等
、
排
泄
援
助
も
含
め
患
者
様
に
喜
ん 

 

で
頂
け
る
様
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し 

 

て
週
に
一
〜
二
回
の
入
浴
介
助
も
行
っ
て
い 

 

ま
す
。
又
病
棟
に
は
食
堂
も
あ
り
殆
ど
の
患 

 

者
様
が
一
緒
に
お
食
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

患
者
様
に
と
っ
て
最
良
の
状
態
を
獲
得
、
維 

 

持
し
て
頂
く
為
に
日
々
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

   

そ
の
一
つ
に
「
歌
体
操
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
四
季
折
々
の
音
楽
や
懐
か
し
い
音
楽 

 

を
取
入
れ
、
歌
に
合
わ
せ
て
手
足
を
動
か
し 

 

て
頂
く
方
法
で
す
。
音
楽
は
、
心
身
を
リ
ラ 

 

ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
有
る
と
同
時
に
、
集 

団
心
理
も
働
き
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
関 

 

節
運
動
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

   

今
後
も
硬
縮
予
防
運
動
と
し
て
継
続
し
て 

 

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                

二二
階階
南南
病病
棟棟    

職職  

員員  

一一  

同同 

 
  「患者様の権利」に関する宣言 
 
 平等で適切な医療を受ける権利 
   患者様には、差別される事なく適切な医療を 
   受ける権利があります。 
 

 自己決定の権利 
   患者様には、十分な説明のもと医療行為を選 
   択・拒否する権利があります。 
 

 情報を知る権利 
   患者様には、医療に関する情報を知る権利が 
   あります。 
 

  秘密保持を得る権利 
 患者様には、医療従事者が知り得た全ての 
 プライバシーを守られる権利があります。 

 

  尊厳を得る権利 
   患者様には、いかなる時にも尊厳をもって 
   扱われる権利があります。 
 

 

      看護部の理念 
 

   豊かな心  心の看護 
 
        看護部の方針 
 
私達には、患者様に看護職者としての専門技術、 
 
知識を駆使した質の高い看護を提供する使命があ 
 
ります。 
 
患者様との信頼関係を築き、人間性を尊重すると 
 
共に関係部署、地域との連携を深め安心と満足を 
 
提供する事ができる医療チームの一員としての役 
 
割を果たします。 
 

 

       病 院 理 念 
   愛と信頼で築く医療 
 

      基 本 姿 勢 
   私たちは、こころがふれあう温かい医療 
 
    を提供いたします。 
 
    私たちは、患者様の選択に基づく医療に 
 
    努めます。 
 
    私たちは、専門知識の修得と技能向上に 
 
    励みます。 
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接接
遇遇
委委
員員
会会
活活
動動
のの
紹紹
介介  

    

協
立
温
泉
病
院
の
接
遇
委
員
会
は
、
平 

成
四
年
四
月
に
「
医
療
人
と
し
て
の
全
職 

員
の
モ
ラ
ル
を
高
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を 

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
接
遇
改
善
を
推 

進
し
、
そ
の
成
果
を
最
大
限
に
上
げ
る
」 

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。 

  

主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
職 

員
教
育
と
し
て
は
「
常
に
患
者
様
の
立
場 

に
立
つ
」
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め
に 

全
体
朝
礼
で
、
事
例
を
も
と
に
接
遇
応
対 

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い 

ま
す
。                           

  

平
成
十
四
年
度
は
入
院
患
者
様
、
外
来 

患
者
様
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行 

い
ま
し
た
。
患
者
様
に
病
院
に
対
す
る
評 

価
を
し
て
頂
く
こ
と
は
、
良
い
評
価
は
今 

後
の
励
み
に
な
り
、
悪
い
評
価
は
貴
重
な 

ご
意
見
と
し
て
今
後
の
患
者
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

高
齢
の
患
者
様
が
多
い
当
院
に
お
き
ま
し 

て
は
、
ハ
ー
ド
面
の
サ
ー
ビ
ス
に
増
し
て 

「
心
が
触
れ
合
う
温
か
い
人
的
サ
―
ビ
ス 

」
の
提
供
に
接
遇
委
員
会
と
し
て
今
後
も 

努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

接接
遇遇
委委
員員
会会  

                

委委
員員
長長    

廣廣  

岡岡  

栄栄  

子子  
 

 

全
体
朝
礼
時
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

の
様
子 

 

五五
階階
北北
病病
棟棟
紹紹
介介 

    

私
達
の
病
棟
は
、
主
に
痴
呆
症
状
の
あ
る 

方
が
入
院
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

  

病
棟
目
標
は
、 

 

一
．
転
倒
・
転
落
事
故
の
防
止
。 

  

二
．
日
常
生
活
の
活
性
化
。 

  

三
．
諸
々
の
感
染
防
止 

        

に
努
め
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
私
達
は
、
抑
制
を
廃
止
し
ま
し 

た
。
そ
の
為
に
車
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
れ
ば 

歩
行
介
助
を
す
る
。
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
か
け 

る
と
車
椅
子
で
散
歩
を
す
る
な
ど
し
て
転
倒 

・
転
落
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

ぬ
り
絵
、
貼
り
絵
、
魚
つ
り
や
ボ
ー
リ
ン 

グ
等
を
実
施
し
、
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
ア 

コ
ー
デ
イ
オ
ン
の
演
奏
、
日
舞
等
を
催
し 

「
日
本
一
」
と
大
き
な
声
が
か
か
る
等
日
常 

生
活
の
活
性
化
に
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

又
口
腔
ケ
ア
の
充
実
、
手
洗
い
の
励
行
を 

実
践
し
感
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の 

他
に
、
ト
イ
レ
誘
導
を
積
極
的
に
行
い
排
泄 

訓
練
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  

私
達
は
、
日
常
生
活
援
助
を
よ
り
積
極
的 

に
取
り
組
み
、
患
者
様
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
病 

棟
へ
と
日
夜
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

 

五五
階階
北北
病病
棟棟  

                    

課課  

長長    

渡渡  

邊邊  

清清  

子子  

 

 

  よりよい診療をうけるために 
 
   当院では、患者さま参加型の医療を目ざしております。 
 
   受診される方と病院の両者がお互いに尊敬し、協力し 
 
   合うことが良質の医療につながると考えますのでご協 
 
   力をお願いいたします。 

 

◇  受診される方は、ご自分の健康状態について正確な情報をお伝え下さい。 
 

◇  病気の診断、治療などについて疑問な点は、遠慮なくお尋ね下さい。 
 

◇  治療や処置は十分な説明を受け、納得の上でお臨み下さい。 
 

◇  患者さまの人権、プライバシーは守られております。 
    玄関ロビーや各フロアーの「宣言」にも掲げておりますのでご覧下さい。 
 

◇  患者さま、御家族さまも医療行為の確認者になって下さい。 
 

◇  病気に関して、他院医師の意見をお聞きになりたい場合は、遠慮なく 
    ご相談下さい。 
 

◇  疑問や御不満な点は遠慮なくスタッフにお知らせ下さい。 
 

◇  病院内の「ご意見箱」などを利用してご意見をお寄せ下さい。 
 

  

    ごご意意見見箱箱  
 
協立温泉病院では、病院ご利用の皆様へのサービス 

  向上の目的で「ご意見箱」を各階に設けています。 
患者様及びご家族様の、ご意見・ご要望を遠慮なく 

  お聞かせ下さい。 
平成１４年１１月１日から平成１５年２月末までに 

  およせ頂きましたご意見の一部を、ご紹介させて頂 
  きます。 
 
  ☆ ご意見 その一 
 １月３０日から二階２５２号室でお世話になっており 
 ます患者の家族です。お世話になっております皆様方 
 に一言お礼を申し上げたくペンを執りました。 
特に主治医の先生にはお忙しい中、再三にわたり懇切 
ていねいな病状説明や治療方針のご相談に接し、心か 
ら厚くお礼申し上げます。入院時点での看護課長様や 
担当看護師さんからのご挨拶や枕頭台の“かけはし” 
ノートのシステムを含め、広義のインホームドコンセ 
ントにもエールを送らせて戴きます。 
  ★ お答え 
 お褒めの言葉を頂戴し、恐縮いたします。今後共、ス 
タッフ一同患者様が、快適な療養生活が送れますよう 
より一層努力いたします。 
 
  ☆ ご意見 その二 
【三階南掃除の件】１患者より 
最近、昼食の時に掃除に来るが、せめて１時よりお願 

  いしたく思います。向様の都合も有ろうが落ち着いて 
  食事が出来ません。それに、掃除も悪い、ゴミをベッ 
ドの奥の方に入れてきたない。 
私語が多く、患者の悪い事を耳にする最近です。どう 
にかならぬか。 
  ★ お答え 
清掃時間は、お食事時間帯をはずすように調整してい 
ますが、何かの手違いでご不快な思いをお掛けした事 
誠に申訳ございません。さっそく、清掃業者の責任者 
に注意しておきました。 
 
 【貴重なご意見、誠にありがとうございました。】 

  

【【
編編  

集集  

後後  

記記
】】  

 

当
院
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
、
患
者 

様
及
び
ご
家
族
様
並
び
に
地
域
に
お
住
ま 

い
の
皆
様
に
協
立
温
泉
病
院
を
知
っ
て
頂 

き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、「
温
泉
病
院
だ
よ 

り
」
を
、
年
三
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
は
、「
新
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム 

の
導
入
」
に
つ
い
て
、
一
面
に
掲
載
し
ま 

し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
特
集
と
し
て
、
病
棟
紹
介
を 

一
・
二
面
に
、
委
員
会
活
動
報
告
と
し
て 

「
接
遇
委
員
会
」
の
活
動
状
況
を
二
面
に 

「
病
院
理
念
」・「
患
者
様
の
権
利
」・「
看
護 

部
の
理
念
」
を
一
面
に
「
よ
り
よ
い
診
療 

を
う
け
る
た
め
に
」
を
二
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ 

掲
載
し
「
温
泉
病
院
だ
よ
り
」
第
四
号
を 

発
行
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
本
紙
に
つ
き
ま
し
て
ご
感
想
・ 

ご
要
望
等
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

次
号
、
編
集
業
務
の
参
考
と
さ
せ
て
頂 

き
ま
す
。 

      

平
成
十
五
年
三
月  

編 

集 

長 
 

 


